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福
祉
有
償
運
送
業
務
の

相
談
・
申
請
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す

10
月
の
道
路
運
送
法
の
改
正
に

よ
り
、
福
祉
有
償
運
送
を
行
う
場

合
は
国
の
登
録
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
市
で
は
登
録

申
請
と
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
申
請
が
必
要
と
な
る
の
は
営

利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
で
、
有

償
で
運
送
業
務
を
行
う
団
体
で
す
。

t
地
域
福
祉
課
@
内
線
２
６
１

８
就
学
を
考
え
る

保
護
者
懇
談
会

対
象
は
障
が
い
を
持
つ
お
子
さ

ん
の
就
学
を
考
え
て
い
る
方
。
三

鷹
市
心
身
障
害
者
（
児
）
親
の
会

で
は
、
市
内
の
心
身
障
害
学
級
や

都
立
養
護
学
校
に
お
子
さ
ん
を
通

学
さ
せ
て
い
る
会
員
の
経
験
談

や
、
就
学
に
つ
い
て
不
安
や
疑
問

に
思
っ
て
い
る
参
加
者
と
の
懇
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

同
じ
よ
う
な
経
験
を
し
て
き
た

か
ら
こ
そ
分
か
る
こ
と
を
話
し
合

え
る
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▽
11
月
25
日
º

午
前
10
時
〜
正

午
、
市
役
所
第
三
庁
舎
311
号
室

で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

t
同
会（
野
原
宅
）@
32
―
１
８

５
４
・
（
原
田
宅
）32
―
７
０
７
２

映
画
上
映
会

「
博
士
の
愛
し
た
数
式
」

三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
三

鷹
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

主
催
。
本
屋
さ
ん
が
選
ぶ
「
第
一

回
本
屋
大
賞
」
に
選
ば
れ
た
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
の
映
画
化
。
字
幕
ス
ー

パ
ー
付
き
。

▽
平
成
19
年
１
月
21
日
∂

①
午
前

10
時
か
ら
、
②
午
後
１
時
40
分
か

ら
、
三
鷹
市
公
会
堂
で
。
前
売
券

１
千
円
、
当
日
券
１
千
200
円

（
社
協
会
員
は
200
円
割
引
）。
小

中
高
校
生
500
円
。

三
鷹
市
障
が
い
者
福
祉
懇
談

会
・
市
共
催
。
各
人
が
主
役
と
し

て
役
割
を
持
っ
て
生
き
る
社
会
や

ユ
二
バ
ー
サ
ル
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を

み
な
さ
ん
で
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

▽
12
月
２
日
º

午
前
10
時
〜
午
後

４
時
30
分
、
産
業
プ
ラ
ザ
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

◆
午
前
の
部
（
午
前
10
時
15
分
〜

正
午
）
＝
映
画
上
映
『
も
っ
こ
す

元
気
な
愛
』

◆
午
後
の
部
　

◇
第
１
部
（
午
後
１
時
20
分
〜
２

時
20
分
）
＝
リ
レ
ー
ト
ー
ク
（
阪

神
淡
路
大
震
災
を
体
験
し
、
被
災

を
乗
り
越
え
現
在
子
育
て
奮
闘
中

の
車
椅
子
の
方
や
作
業
所
体
験
を

経
て
、
一
般
就
労
に
挑
む
精
神
障

障
が
い
者
週
間
イ
ベ
ン
ト
2
0
0
6

共
に
生
き
る
地
域
社
会
を
め
ざ
し
て

〜
支
え
あ
う
ま
ち
の
つ
く
り
方

t
地
域
福
祉
課
@
内
線
2
6
1
8

が
い
の
あ
る
方
の
体
験
談
ほ
か
）

◇
第
２
部
（
午
後
２
時
35
分
〜
４

時
30
分
）
＝
対
談
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(

さ
ま
ざ
ま
な
生
き
方
を
し
た
３

組
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
対
談)

◇
体
験
コ
ー
ナ
ー
　
災
害
・
車
椅

子
・
高
齢
者
体
験

◇
障
害
者
自
立
支
援
法
関
連
展
示

コ
ー
ナ
ー

互
い
に
認
め
、
助
け
合
う
社

会
に
　
12
月
3
日
〜
9
日

は「
障
が
い
者
週
間
」で
す

障
が
い
の
あ
る
、
な
し
に
関
わ

ら
ず
、
自
分
自
身
の
可
能
性
を
発

揮
し
、
社
会
参
加
を
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
は
、
誰
で
も
が
持
つ
同

じ
願
い
で
す
。

し
か
し
、
現
実
は
障
が
い
の
あ

る
人
に
と
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
壁

（
バ
リ
ア
）
が
あ
り
、
社
会
参
加

が
出
来
に
く
い
状
態
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
そ
の
バ
リ
ア
は
道
路

に
段
差
が
あ
る
と
い
っ
た
物
理
的

な
も
の
だ
け
で
な
く
、
障
が
い
の

あ
る
人
に
対
す
る
差
別
、
偏
見
、

無
関
心
な
ど
の
心
の
バ
リ
ア
も
存

在
し
ま
す
。

昨
年
制
定
さ
れ
た
「
障
害
者
自

立
支
援
法
」
で
は
、
障
が
い
の
あ

る
人
の
自
立
と
社
会
参
加
を
進
め

て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
で
の
働

く
場
、
生
活
の
場
の
整
備
や
就
労

支
援
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

す
べ
て
の
バ
リ
ア
を
な
く
し
、

お
互
い
に
尊
重
し
助
け
合
い
な
が

ら
、
自
己
実
現
で
き
る
社
会
を
目

指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
チ
ケ
ッ
ト
は
福
祉
会
館
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、食
茶
房
む
う
ぷ
、

香
草
亭
で
販
売
。

t
み
た
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
@
76
―
１
２
７
１

ふ
れ
あ
い
秋
ま
つ
り

2
0
0
6

「
み
ん
な
仲
間
だ
　
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
輪
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
民

の
み
な
さ
ん
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
、
作
業
所
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

の
福
祉
に
か
か
わ
る
団
体
が
一
緒

に
楽
し
む
お
祭
り
で
す
。
吹
奏
楽

演
奏
（
六
中
）、
専
門
学
生
に
よ

る
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
・
ネ
イ
ル
ア
ー

ト
体
験
、
年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
、

脳
に
ｅ
！
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
講
演

会
（
江
見
明
夫
さ
ん
、
白
石
正
明

さ
ん
）、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
車

椅
子
体
験
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

紹
介
パ
ネ
ル
展
示
、模
擬
店
な
ど
。

▽
11
月
26
日
∂

午
前
10
時
〜
午
後

３
時
、
牟
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

t
み
た
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
@
76
―
１
２
７
１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

み
た
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
主
催
。
対
象
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
関
心
の
あ
る
方
。
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
活
動
紹
介
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
選
び
方
の
ポ

イ
ン
ト
、
車
椅
子
体
験
な
ど
。
各

回
と
も
同
一
内
容
で
す
。

▽
①
井
の
頭
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
＝
11
月
29
日
π

午
後
２
時
〜

３
時
30
分
、
②
連
雀
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
＝
12
月
19
日
∏

午
後

２
時
〜
３
時
30
分
、
③
み
た
か
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
＝
平
成
19

年
１
月
29
日
∑

・
２
月
28
日
π

・

３
月
24
日
º

い
ず
れ
も
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
。

▼
各
回
前
日
ま
で
に
氏
名
・
住

所
・
電
話
番
号
を
伝
え
て
、
み
た

か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
直

接
ま
た
は
@
76
―
１
２
７
１
・
I

76
―
１
２
７
３
・

info@
m
ita

kavc.net

で
申
し
込
む
。
各
回
先

着
15
人
。

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に

ご
協
力
を

12
月
１
日
ª
〜
31
日
∂

三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
三

鷹
市
募
金
委
員
会
は
、
今
年
も

「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」
の
期

間
中
、
町
会
・
自
治
会
な
ど
の
協

力
で
募
金
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
誰
も
が

安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
小
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
や
、
高
齢
者

の
生
き
が
い
事
業
・
福
祉
施
設
の

活
動
助
成
費
と
し
て
市
内
で
使
わ

れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
、
温
か

い
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

t
同
協
議
会
@
46
―
１
１
０
８

点
字
カ
レ
ン
ダ
ー
を

無
料
で
お
届
け
し
ま
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
き

つ
つ
き
会
」
で
は
平
成
19
年
版
の

点
字
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
ま
し

た
。
希
望
す
る
方
に
は
全
国
へ
無

料
配
送
し
ま
す
。

▼
み
た
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
@
76
―
１
２
７
１
へ
申
し
込
む
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
　
温
泉
セ

ン
タ
ー
の
割
引
利
用
券

対
象
は
国
民
健
康
保
険
の
加
入

者
。
日
帰
り
温
泉
の
割
引
券
を
配

布
中
で
す
。

◆
利
用
施
設

①
檜
原
温
泉
セ
ン

タ
ー
「
数
馬
の
湯
」
西
多
摩
郡
檜

原
村
２
４
３
０
番
地
（
Ｊ
Ｒ
武
蔵

五
日
市
駅
か
ら
バ
ス
60
分
）
@

042
―
598
―
６
７
８
９
、
②
奥
多

摩
温
泉
「
も
え
ぎ
の
湯
」
西
多
摩

郡
奥
多
摩
町
氷
川
119
番
地
１

（
Ｊ
Ｒ
奥
多
摩
駅
か
ら
徒
歩
10
分
）

@
０
４
２
８
―
82
―
７
７
７
０

◆
利
用
期
間

平
成
19
年
３
月
31

日
º
ま
で
（
月
曜
日
休
み
、
祝
日

の
場
合
は
翌
火
曜
日
休
み
）。

◆
割
引
利
用
券
の
配
布

保
険
課

（
市
役
所
１
階
⑨
番
窓
口
）
ま
た

は
各
市
政
窓
口
で
。
利
用
者
負
担

額
は
大
人
400
円
、
子
ど
も
200
円
。

１
枚
で
３
人
ま
で
利
用
で
き
ま

す
。
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で

お
早
め
に
。

t
保
険
課
@
内
線
２
３
８
１

三
鷹
俳
句
会
10
月
の
秀
句

選
者
　
井
上
弘
・
飯
田
六
斗

洋
も
の
を
着
け
て
貧
し
き
案
山
子
か
な

山
田
み
ち
を

出
番
待
つ
菊
人
形
の
息
づ
か
い

小
木
曽
貞
子

秋
の
田
を
巡
り
黄
金
の
風
を
被き

る
寺
田
絢
子

い
わ
し
雲
一
人
の
飯
は
こ
げ
や
す
し

大
和
谷
慈
子

悪
役
の
菊
人
形
の
萎
え
早
し

南
み
ち

己
が
香
に
酔
ふ
て
頬
染
む
菊
人
形清

水
ゆ
き
え

秋
の
田
や
ひ
も
じ
き
時
代

と

き

の
懐
し
き田

中
淑
子

一
行
の
詩
を
乗
せ
て
ゆ
く
秋
の
雲

根
岸
操

秋
の
田
や
農
夫
呑
み
込
む
黄
金
波

岡
田
幸
子

里
山
や
稲
も
す
ず
め
も
育
ち
お
り

久
ヶ
谷
ゆ
き
子

刈
る
鎌
の
光
る
秋
の
田
鷺
の
舞
ふ

田
山
光
起

菊
人
形
厚
咲
き
胸
に
姫
の
恋

小
泉
秀
夫

夜
の
内
に
着
替
へ
直
せ
り
菊
人
形

三
矢
恵
啓

秋
の
田
や
賢
治
憂
え
し
民
い
ず
こ

大
野
静
三

秋
の
田
や
幾
何
学
模
様
千
枚
田

板
橋
ク
ラ
子

秋
の
田
や
八
十
八
の
手
間
実
る

秦
美
佐
子

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
み
た
か
は

判
断
能
力
が
一
定
程
度
あ
る
も
の

の
、
必
ず
し
も
十
分
で
な
い
高
齢

者
や
障
が
い
者
の
方
に
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
支
援
や
相

談
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

第
38
回
三
鷹
市
社
会
教
育
会
館
の
つ
ど
い

〜「
絆き

ず
な

」広
げ
よ
う
！
学
ぶ
豊
か
な
心
〜

▽
12
月
２
日
º

・
３
日
∂

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
３
日
は
４
時
ま

で
）、
社
会
教
育
会
館
で
。

▼
直
接
会
場
へ
。

く
わ
し
く
は
「
み
た
か
の
教
育
」
11
月
26
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

t
社
会
教
育
会
館
@
49
―
２
５
２
１

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
お
手
伝
い

最
近
は
、
高
齢
者
を
狙
っ
た
悪

質
商
法
が
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
預
貯
金
通
帳
、
実
印
な
ど
の

預
か
り
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

―
相
談
を
す
る
に
は
―

◆
一
般
相
談
＝
月
〜
金
曜
日
の
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
利
用
方
法
　
同
セ
ン
タ
ー
（
福

祉
会
館
２
階
）
へ
直
接
、
ま
た
は

@
46
―
１
２
０
３
・
I
71
―
２
０

５
３
・
「
〒
181
―
８
５
５
５
三

鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
権
利
擁
護

セ
ン
タ
ー
み
た
か
」・

chiiki
@
m
itakashakyo.or.jp

で
。

◆
専
門
相
談
（
予
約
制
）

◇
成
年
後
見
制
度
の
説
明
や
利
用

の
た
め
の
相
談
＝
第
２
水
曜
日
の

午
後
１
時
〜
４
時

◇
判
断
能
力
の
不
十
分
な
方
の
権

利
擁
護
相
談
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
に
つ
い
て
の
苦
情
＝
第
３
金

曜
日
の
午
後
１
時
〜
４
時

※
ご
家
族
の
方
の
相
談
も
お
受

け
し
ま
す
。

―
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助

を
受
け
る
に
は
―

専
門
員
が
相
談
に
応
じ
た
後
、

利
用
さ
れ
る
方
の
状
況
に
あ
っ
た

支
援
計
画
を
作
成
（
無
料
）
し
、

契
約
を
結
び
ま
す
。
契
約
後
は
、

計
画
に
応
じ
て
、
お
手
伝
い
を
し

ま
す
（
有
料
）。

◆
サ
ー
ビ
ス
内
容

◇
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続
き

や
利
用
料
の
支
払
い

◇
公
共
料
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―――自殺予防いのちの電話・フリーダイヤル―――
東京多摩いのちの電話主催。あなたの苦しみ、悲しみ、つらさを受けとめます。

◆期間 12月１日ª午前0時～7日∫午後12時（毎日24時間）

◆電話番号 K0120－738－556
q同事務局@042－328－4441

―――総合教育相談窓口・緊急夜間電話相談―――
いじめに関するご相談をお受けします。

◆期間 12月25日∑までの月・木曜日　午前9時～午後8時30分

◆電話番号 総合教育相談窓口@47－0110
※通常相談（月～金曜日、第1・3・5土曜日の午前9時～午後4時）も開設

しています。

ひとりで悩んでいませんか？
あなたの心の苦しさを話してください。

同
セ
ン
タ
ー
@
46
―
1
2
0
3


